
 

 平素は温かいご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

皆様には、お健やかに新年をお迎えのことと、心よりお

慶びを申し上げます。初当選より４年の歳月が経過しよ

うとしています。この間、議会活動をはじめ市内イベン

ト、地域行事への参加など精力的に活動を行ってまいり

ました。また、石狩青年会議所の一員として、寒中石狩

屋台村やカレーサミットなどのイベントの主催や地域奉

仕活動にも積極的に携わらせて頂きました。今後も皆さ

まと課題を共有し、市民が誇りを持てるまちづくりを目

指して全力で取り組んでまいります。変わらぬご指導、

ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 年４回開催される市議会定例会では、市長、教育長等

に対して、市政運営や教育方針の考え方について説明を

求め、行政事務が適正に行われているかをチェックしま

す。４年間で計８回、５２項目の質問を行いました。 

 

平成２７年 第２回定例会 

・市職員の居住について ・市営住宅の修繕状況と今後

の建替えの計画について ・将来的な公共交通の在り方

についての計画やビジョンについて ・犬、猫などの動

物管理や愛護について ・樽川５番通りの子どもたちの

安全確保について 

 

平成２７年 第４回定例会 

・石狩市の水道料金について ・まち、ひと、しごと創

生総合戦略における石狩市の人口ビジョンについて 

・市町村合併の評価について ・新規職員採用について 

・施設廃止等に伴う市有資産の現状と情報公開について 

・ふるさと住民票制度への参加について 

 

平成２８年 第２回定例会 

・エネルギー戦略について ・今後の財政見通しについ

て ・行政改革について ・石狩市公民館について 

・花川東、緑苑台地区からの中学生の通学について 

・市内小学校の朝の玄関の開門について 

平成２８年 第４回定例会 

・平成２９年度予算編成方針について ・国民健康保険

制度について ・東京オリンピックに向けた本市の取り

組みについて ・大規模集客施設の誘致について 

・石狩市空家等対策計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１２月７日（北海道新聞） 

 

平成２９年 第２回定例会 

・空き家対策、空き家活用について ・「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」について ・市職員の市外居住に

ついて ・交通計画について ・次世代エネルギーの活

用について ・防災について ・ミックスペーパーリサ

イクルについて ・町内会館、集会所の建替え、改修に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年６月１７日（北海道新聞） 

 

平成２９年 第４回定例会 

・地域防災について ・市職員の居住地について ・ふ

るさと納税について ・漁業振興計画について ・広域

連携について ・中心核形成地区の将来像について 

・来年度の予算編成について 

 

平成３０年 第２回定例会 

・行政改革について ・公有地の活用について ・所有

者不明土地について ・移住定住促進事業について 

・石狩まるごとフェスタについて ・体育施設の専用利

用について ・市内小中学校の施設更新について 
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４年間の一般質問回数 

計８回 

５２項目 

累
積
赤
字
の
国
保 

補
填
続
け
る
方
針 

定
例
市
議
会
で
市
長 

 

【
石
狩
】
田
岡
克
介
市
長
は

６
日
の
定
例
市
議
会
で
、
２
０

１
５
年
度
末
で
約
６
億
６
千
万

園
の
累
積
赤
字
と
な
っ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
、
18
年
度
に
国
保
の
運

営
主
体
が
道
に
移
っ
た
後
も
、

一
般
会
計
か
ら
の
補
填
を
続
け

て
い
く
考
え
を
示
し
た
。 

 

田
岡
市
長
は
「
国
保
加
入
者

以
外
の
市
民
に
も
理
解
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

方
向
性
や
財
源
は
今
後
検
討
す

る
」
と
述
べ
た
。
佐
々
木
大
介

氏
（
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
）
の
一

般
質
問
答
弁
。 

 

花
川
南
地
区
人
口
増
へ

市
が
都
市
計
画
見
直
し 

石
狩
市
議
会 

 

【
石
狩
】
定
例
市
議
会
は

16
日
、
５
氏
が
一
般
質
問
立

っ
た
。
人
口
が
伸
び
悩
む
花
川

南
地
区
に
つ
い
て
、
田
岡
克
介

市
長
は
「
都
市
計
画
を
見
直

し
、
地
域
を
活
性
化
し
た
い
」

と
述
べ
、
住
宅
な
ど
の
建
ぺ
い

率
を
緩
和
し
て
人
口
増
を
図
る

考
え
を
示
し
た
。 

市
は
本
年
度
か
ら
、
住
宅
建

築
な
ど
を
規
定
し
た
市
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
し
て
い

る
。
市
内
最
多
の
２
万
３
千
人

が
住
む
花
川
南
地
区
に
つ
い

て
、
３
年
後
を
め
ど
に
建
物
の

容
積
率
や
建
ぺ
い
率
の
規
制
緩

和
を
行
い
。
２
世
帯
住
宅
や
商

店
の
建
設
を
促
す
。
佐
々
木
大

介
氏
（
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
）
へ

の
答
弁
。 

 



平成３０年 第４回定例会 

・入札契約制度について ・指定管理者制度について 

・地域自治について ・海水浴場について ・国際交流

事業について ・花川北１１線通について ・市誌資料

叢書発刊事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１２月７日（北海道新聞） 

 

 

■ 行政改革 
 

市職員の市外居住、職員採用、時間外勤務の縮減など

行政改革に関する質問を継続的に行ってきました。職員

の市外居住については進展がなく、住宅手当や通勤手当

において差をつけるなど実効策の導入にも至っておりま

せん。災害対応などの観点か

らも、引き続き市内居住の必

要性を訴えていくことが重要

と考えています。 

 

 

■ 子ども医療費の助成拡大 
 

 子ども医療費は、入院に対する助成が平成２８年度よ

り対象が小学生から中学生までに引き上げられ、通院に

おいては平成３０年度より小学校１年生が新たに対象と

なりました。平成３１年度からは小学校２年生まで対象

範囲が拡大する予定となっており、札幌市と同水準の助

成が受けられるようになりました。 

 

 

■ 子育て環境の整備 

 

 石狩市では、待機児童の解消や就労形態にとらわれな

い柔軟な受け入れを可能とする施設を増やすため、幼稚

園、保育園の認定こども園への移行を推進しており、事

業所内保育所などを除く、市内全ての幼稚園、保育園が

認定こども園へ移行する予定となっています。 

■ 札幌市や近隣市町村との連携推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 石狩湾新港における企業誘致や北海道の玄関口である

新千歳空港からの交通アクセスの課題といった側面から

地理的に優位な丘珠空港の活用に関する質問を行ってき

ました。現在、札幌市では丘珠空港の利活用に関する検

討が進められており、丘珠空港は本市の発展においても

重要な位置づけにあると考えることから、今後も利活用

に向けた取り組みを推進していきます。また、人口減少

社会における都市機能の集約、行政サービス効率化の観

点から、広域連携に関する質問も数多く行ってきまし

た。２０１８年１１月２８日には札幌市が「連携中枢都

市」を宣言し、札幌市を中心とした地域間の連携強化が

図られていくものと期待しています。持続可能な地域社

会の実現に向けて、広い視点で取り組んでまいります。 

 

 

■ 誇れるまちへ 
 

市役所向いの空き地

や旧花川南浄水場など

現在使用されていない

市有地、公有地の活用

や空き家対策、まちづ

くりの基本となる都市

計画について、民間活

用を促す取り組みを積

極的に提言し、平成２９年第２回定例会での一般質問で

は、花川南地区の都市計画について、規制緩和に向けた

見直しを行っていく考えが市から示されました。 

また、石狩市は急激に都市化が進んだことから、多く

の公共施設や町内会館で、今後建替えや改修の検討が必

要となってきます。財政状況等を勘案しながら、施設の

集約をはじめ計画的な更新を行っていくためにも、住民

に広く情報共有を行っていくよう求めています。 

 

 

■ 除排雪 
 

 地域からの除排雪に

対する要望を伺いなが

ら、市が行う除排雪に

対して必要な改善を求

めてきました。また、

融雪槽などの消融雪機

器の設置負担の軽減や

制度利用に関する質問

を行い、市が行う無利子貸付制度については上限金額が

８０万円から１００万円に拡充されています。 
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入
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【
石
狩
】
定
例
市
議
会
は
６
日
、
５
氏
が

一
般
質
問
を
行
っ
た
。
市
の
姉
妹
都
市
カ
ナ

ダ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
リ
バ
ー
市
か
ら
訪
れ
る
交

換
留
学
生
の
受
け
入
れ
家
庭
（
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
）
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
白
井
俊
副
市
長
は
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
へ
の
支
援
を
検
討
し
た
い
」
と
述
べ
た
。 

佐
々
木
大
介
氏
（
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
）
へ

の
答
弁
。
両
市
は
１
９
８
３
年
か
ら
、
高
校

生
を
派
遣
し
合
っ
て
い
る
。
白
井
副
市
長
は

「
共
働
き
世
代
の
増
加
や
長
期
受
け
入
れ
の

経
済
的
負
担
な
ど
か
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
が
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
語

っ
た
。 

事
業
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
狩
国
際
交
流

協
会
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
年
12
～
13
件

の
家
庭
が
協
力
し
て
き
た
が
、
本
年
度
は
現

時
点
で
決
ま
っ
て
い
る
の
は
７
軒
。
こ
う
し

た
状
況
を
受
け
、
白
井
副
市
長
は
経
済
的
負

担
軽
減
の
た
め
の
助
成
な
ど
を
検
討
し
て
い

く
考
え
を
示
し
た
。 

 

４年間の取り組み 


